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とうございます

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
す
が
す
が
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
市
政
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
で
４
年
目
を
迎
え
た
三
ノ
倉
高
原
花
畑
事
業
で
は
、

４
月
～
６
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
期
間
中
、
県
内
最
大
級
の
菜
の

花
畑
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ま
た
、

東
北
最
大
の
広
大
な
ひ
ま
わ
り
畑
へ
も
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に

お
越
し
い
た
だ
く
な
ど
、「
花
で
も
て
な
す
喜
多
方
」
を
積

極
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
喜
多
方
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
喜
多
方
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
券
・
ふ
る
さ
と
産
品
券
」

や
「
喜
多
方
市
地
域
振
興
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を
発
行

し
、
宿
泊
者
数
の
増
加
や
地
元
商
店
な
ど
で
の
消
費
喚
起
に

繋
が
る
起
爆
剤
の
一
つ
と
し
て
、
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た
会
津
縦
貫
北
道
路
が
昨
年

の
９
月
に
全
線
開
通
い
た
し
ま
し
た
。
本
市
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
さ
ら
に
便
利
に
な
る
こ
と
で
、
市
外
か
ら
の
観
光
客
や
交

流
人
口
の
増
加
な
ど
、
地
域
経
済
の
発
展
へ
繋
が
る
も
の
と

大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昔
か
ら
酒
ど
こ
ろ
と
し
て
も
有
名
な
本
市
の
酒
蔵

が
、
世
界
最
大
級
の
ワ
イ
ン
品
評
会（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ 

部
門
で
世
界
一
に
輝
く
な
ど
、
３
つ
の
ト
ロ
フ
ィ
ー（
各
部
門

の
最
高
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。
酒
ど
こ
ろ
喜
多
方
が
世
界

に
認
め
ら
れ
た
証
と
し
て
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
早
い
も
の
で
市
町
村
合
併
か
ら
１０
年
目
を
迎
え
ま

し
た
が
、
こ
の
間
、
平
成
２３
年
３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
伴
う
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
対
策
や
、
企

業
誘
致
、
若
者
の
定
住
対
策
な
ど
に
重
点
を
置
き
、
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
医
療
・
福
祉
・
教
育
の

充
実
や
少
子
高
齢
化
対
策
、
雇
用
機
会
の
確
保
な
ど
、
課
題

は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
持
続

可
能
な
地
域
社
会
の
維
持
を
図
る
た
め
、
昨
年
「
喜
多
方
市

総
合
戦
略
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
戦
略

に
基
づ
き
、
本
市
に
お
け
る
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮
小
を

克
服
し
、「
し
ご
と
の
創
生
」
と
「
ひ
と
の
創
生
」
の
好
循

環
に
よ
る
「
ま
ち
の
創
生
」
へ
向
け
施
策
を
展
開
し
、
若
い

世
代
の
働
く
場
の
確
保
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る

希
望
を
実
現
す
る
こ
と
で
、若
者
や
未
来
の
子
供
た
ち
が「
喜

多
方
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え

る
よ
う
な
真
の
「
地
域
創
生
」
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
、

活
気
に
満
ち
た
輝
か
し
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

市 　長
山口　信也

「
地
域
創
生
に
よ
る
活
力
と

希
望
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」

迎 
春
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明けまして おめで

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
て
、
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
市
民
に
身
近
で
頼
り
に

な
る
議
会
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
念
頭
に
、
議
会
運
営

に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た

温
か
い
ご
指
導
、
ご
支
援
に
対
し
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
国
内
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
安
全
保
障
関
連
法
が
、

９
月
１９
日
の
参
院
特
別
委
員
会
で
混
乱
の
中
、
採
決
さ
れ
、

本
会
議
で
可
決
と
な
り
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
お
い

て
は
、
国
民
に
対
し
説
明
が
乏
し
い
こ
と
も
あ
り
、
世
論
調

査
で
は
国
民
の
過
半
数
が
反
対
し
て
お
り
、国
会
周
辺
で
は
、

今
な
お
、
反
対
す
る
団
体
に
よ
る
デ
モ
活
動
が
続
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
１０
月
に
行
わ
れ
た
米
国
ア
ト
ラ
ン
タ
に

お
け
る
閣
僚
会
合
に
お
い
て
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）の
大
筋
合
意
に
至
っ
て
お
り
、
国
内
に
お
け
る

食
の
安
全
や
農
業
経
営
な
ど
が
心
配
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
日
本
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
人
口
減
少
に
突

入
し
ま
す
。
高
齢
者
の
比
率
が
増
し
、
医
療
や
介
護
の
需
要

増
に
直
面
を
す
る
中
、
か
つ
て
な
い
社
会
構
造
変
化
に
ど
う

対
応
す
る
の
か
、
政
府
に
は
、
将
来
と
も
に
国
民
の
安
全
、

安
心
な
生
活
を
守
る
た
め
、
膨
大
な
債
務
の
削
減
に
道
筋
を

つ
け
る
と
と
も
に
、
様
々
な
課
題
へ
迅
速
か
つ
効
果
的
な
施

策
の
遂
行
を
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
市
に
お
い
て
は
、
豊
か
な
資
源
を

積
極
的
に
活
用
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
、
人
口
減
少
の
歯

止
め
、
さ
ら
に
は
雇
用
の
拡
大
を
着
実
に
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
農
業
関
係
に
お
い
て
は
、
今
後
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
に
伴
う
影
響
等
を
い
ち
早
く
見
極
め
な
が
ら
、
よ

り
力
強
い
農
業
へ
の
転
換
・
育
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
併
せ
て
、
未
だ
根
強
く
残
っ
て
い
る
福
島
第
一
原
発

事
故
の
影
響
に
も
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
地
方
行
政
の
基
本
的
役
割
で
あ
る
医
療
、
福
祉
、
教
育

の
充
実
を
図
る
各
施
策
の
重
要
性
も
高
く
、
課
題
は
山
積
し

て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
昨
年
９
月
６
日
、
会
津
縦
貫
北
道
路
の
全
線

開
通
に
よ
り
、
会
津
若
松

−

喜
多
方
、
さ
ら
に
は
高
速
道
路

へ
の
接
続
な
ど
の
利
便
性
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
観
光
客
の
誘
客
は
も
と
よ
り
、

住
環
境
の
整
備
に
よ
る
定
住
人
口
の
増
加
や
子
育
て
世
代
へ

の
効
果
的
な
施
策
展
開
に
も
力
を
注
い
で
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

市
議
会
と
し
て
も
、
昨
年
６
月
議
会
か
ら
本
会
議
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
さ

ら
に
市
民
に
分
か
り
や
す
く
公
開
さ
れ
た
議
会
を
目
指
し

て
、
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
に

お
け
る
諸
課
題
解
決
の
た
め
、
議
会
の
機
能
と
権
能
を
最
大

限
に
発
揮
し
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

監
査
と
政
策
提
言
に
全
力
で
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
議
会
へ
の
注
目
と
ご
意
見
な
ど
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

市議会議長

渡部　孝雄
「
よ
り
身
近
で
頼
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
」



4広報きたかた　2016.1 ◯

　

き
た
か
た
応
援
大
使
委
嘱
状
交
付
式
は

１１
月
１７
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
来
賓
に
渡
部
孝
雄
市
議
会
議

長
を
お
迎
え
し
、
出
席
し
た
２１
人
の
き
た

か
た
応
援
大
使
一
人
一
人
に
山
口
市
長
か

ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

き
た
か
た
応
援
大
使
制
度
は
、
本
市
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
産
業
・
観
光
お
よ
び
教
育
文
化

の
振
興
な
ど
、
本
市
の
活
性
化
を
図
る
た

め
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
今
後
４
年
間
、

本
市
発
展
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
応
援

を
い
た
だ
き
ま
す
。

①東京都
②文京学院大学非
常勤講師
③喜多方市出身

小野瀬　順治

①埼玉県
②ヒューマン・キ
ャピタル・アライ
アンス㈱執行役員
③喜多方市塩川町
出身

齋藤　則広

①宮城県
②仙台大学准教授、
漕艇部監督
③喜多方高校卒業

阿部　肇

①神奈川県
②会津喜多方会前
会長
③喜多方市塩川町
出身

加藤　善之

①新潟県
②彫刻家
③喜多方高校卒業

佐藤　賢太郎

①東京都
②弁理士、特許業
務法人志賀国際特
許事務所担当部長
③喜多方市出身

五十嵐　光永

①千葉県
②毎日新聞社専門
編集委員
③喜多方市出身

冠木　雅夫

①神奈川県
②NPO法 人 会 津 の
文化づくり理事
③喜多方市塩川町
出身

佐野　和弘

①東京都
②郡山女子大学副
学長、早稲田大学
名誉教授
③喜多方市出身

石堂　常世

①神奈川県
②会津喜多方会、首
都圏熱塩加納ふるさと
ネットワーク会議所属
③喜多方市熱塩加
納町出身

小椋　義友

①東京都
②大栄電気㈱代表
取締役社長
③柳津町出身（妻が
喜多方市出身）

黄川田　幸一

①東京都
②本田技研工業㈱
参与（社長付）
③市内企業の本社

青木　高夫

①埼玉県
②（公財）東日本鉄
道文化財団常務理
事
③本市への観光客
誘客に尽力

太田　稔

①東京都（事務所）
②アナウンサー
③喜多方市出身（ほ
まれ酒造）

唐橋　ユミ

①
住
所　

②
職
業
な
ど　

③
本
市
と
の
主

な
関
わ
り　
（
敬
称
略　

五
十
音
順
）

「
き
た
か
た
応
援
大
使
」を
委
嘱

喜
多
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
31
人
へ

委嘱状を受け取る堀内孝雄大使
左は山口香大使
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①東京都
②日本体育施設㈱
取締役会長
③喜多方市出身

坂内　善次郎

①愛知県
②さんさん劇場代
表
③喜多方発21世紀
シアターに参加

長田　仁之

①東京都
②NHK文 化 セ ン タ
ー講師、フリージ
ャーナリスト
③本市の蔵に関す
る書籍出版

須磨　章

①東京都（事務所）
②歌手
③本市でのコンサ
ート開催

堀内　孝雄

①東京都
②㈱麺食代表取締
役会長
③喜多方ラーメン

「坂内」を国内外に
て経営

中原　明

①東京都
②小平市福島県人
会事務局長
③西会津町出身（喜
多方高校卒業）

髙橋　雅子

①茨城県
②筑波大学体育系准
教授、ソウル五輪女
子柔道銅メダリスト
③母が喜多方市出身

山口　香

①埼玉県
②㈱サロンジェ代
表取締役会長
③市内企業の本社

西山　喜郎

①東京都
②学校法人啓倫学
園理事長
③喜多方市山都町
出身

田中 　啓介

①神奈川県
② ㈱J-オ イ ル ミ ル
ズ取締役兼執行役
員
③喜多方市出身

坂内　昭夫

①東京都
②京王プラザホテ
ル常勤監査役
③ 南 会 津 町 出 身、
本市で講演活動

渡部　速夫

①東京都
②日本貿易振興機
構（ジェトロ）横浜貿
易情報センター所長
③喜多方市塩川町
出身

中川　明子

①神奈川県
②（一財）工業所有
権協力センター主
席部員
③喜多方市出身

鈴木　雅史

①神奈川県
②ジェイアール東
日本コンサルタン
ツ㈱環境部部長
③喜多方市塩川町
出身

野口　博

①東京都
②昭和女子大学光
葉同窓会会長
③喜多方市出身

横井　千香子

①茨城県
②写真作家
③本市の蔵をテー
マに写真展を開催

田邊　勝二

①埼玉県
②立教大学兼任講
師
③きたかた喜楽里
博開催に貢献

清水　愼一

問 

企
画
調
整
課 

秘
書
広
報
室

☎（
２４
）５
２
０
６

委嘱状交付式へ出席された きたかた応援大使の皆さん
前列中央は山口市長、左から4番目は渡部議長

問
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中止または実施を見送る事業
事業名 地区 理由など 担当課

高曽根山登山道整備事業 喜多方
　鳥屋山や黒森山など、他の登山道が整備さ
れている現状や、沢の増水、落石、クマなど
の安全対策上の問題を考慮し、中止しました。

農林課

TMOまちづくり推進事業 喜多方

　中心市街地活性化法の改正で、法の理念が
商業活性化から都市機能の増進に代わり、国
庫補助事業の利用が不可能となったことや、
事業主体が推進の意思を持っていないため、
中止しました。

商工課

楚々木分校グリーン・ツー
リズム宿泊施設整備事業 喜多方

　グリーン・ツーリズムが農家民泊による受
け入れに移行している現状を考慮し、中止し
ました。

観光交流課

熱塩温泉街整備事業
（誘導灯など） 熱塩加納 　既に街路灯が整備されている現状やカーナ

ビの普及状況などを考慮し、中止しました。 観光交流課

（仮称）熱塩温泉・黒川線
整備事業 熱塩加納

　県による砂防事業を踏まえた新たな整備計
画を策定する必要があるため、実施を見送り
ました。

建設課

防災行政無線設置事業 塩川 　V-Low災害情報連携システム構築事業へ移
行するため、中止しました。 情報政策課

塩川保育所建設事業 塩川 　近隣に民間の保育所が整備されるため、中
止しました。 こども課

山都町開発センター設備
整備事業 山都

　まず耐震改修が必要であり、当初予定して
いた事業内容と大きく変わることから、事業
内容を再検討する必要があるため実施を見送
りました。

農林課

自然公園等施設整備事業
（大滝遊歩道） 山都 　現状の遊歩道でも特に支障がない状況を考

慮し、中止しました。 観光交流課

公共施設整備事業
（公用車車庫） 高郷 　職員数や公用車数の推移などを考慮し、現

在の車庫で対応できるため、中止しました。 建築住宅課

〈認知症家族介護者交流会〉開催のお知らせ
　「認知症の方が安心して暮らせるやさしいまち」をつくるために、みなさまのご意見、ご希
望などをお聞かせください。また、同じ立場の方との出会いや分かりあえる方と交流してい
ただくことも目的としています。
●対象者　認知症高齢者の方、若年性認知症の方、家族の方、介護者の方、
　　　　　認知症に対して不安のある方
●開催日時　2月10日（水）午後2時〜3時30分
●開催場所　慶徳公民館（慶徳ふれあい館）和室
●申込期限　1月29日（金）
●申し込み方法　電話にてお申し込みください。
問 申 高齢福祉課 介護保険・予防室☎（24）5242問申
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新市建設計画を変更しました

　新市建設計画は、「市町村の合併の特例に関する法律（合併特例法）」に基づき、新市の建設を総合的
かつ効果的に推進することを目的に、新市の一体性の速やかな確立および住民福祉の向上などを図り、
新市の均衡ある発展に資するよう適切に配慮して策定された、合併後の新市のまちづくりに関する基
本方針を示す計画です。この計画に掲載されている事業は、合併特例債を財源とすることが認められ
ています。
　この計画は、合併前の旧市町村長、助役、議会正副議長、関係機関・団体の代表者、学識経験者な
どで構成された「喜多方地方5市町村合併協議会」における協議を経て、平成16年度に策定されました。
　現在、計画の本質的な部分については、喜多方市総合計画に引き継がれています。

　新市建設計画の計画期間は、平成18年度から27年度までの10年間となっていますが、東日本大震災
の発生を受け、平成23年8月に「東日本大震災に伴う合併市町村に係る地方債の特例に関する法律」が
施行され、大震災の被害を受けた合併市町村は、合併特例債の発行期限が10年間延長されました。
　このため、合併特例債の活用を図り、新市建設計画に基づき重点的に推進する事業として合併協議
会において決定された事業を完了できるように、計画を変更することとしました。

　新市建設計画に掲げた重点的に推進する事業として、合併協議会において決定された80事業のうち、
平成25年度の時点で19事業が実施未定という状況でした。
　新市建設計画の変更にあたっては、実施未定事業の取扱い（実施、実施見送りなど）を明らかにする
必要があることから、平成25年度から26年度にかけて、緊急性・重要性・有効性を考慮しながら、旧
市町村間のバランス、将来の財政負担や合併特例債を含めた財源の確保など、さまざまな観点から検
討を行いました。
　検討の結果、19事業のうちの10事業について、中止または実施を見送ることとしました。
　中止または見送ることとなった事業の内容は右のとおりです。

問 企画調整課 政策調整室☎（24）5207

計画の概要

計画変更の理由

主な変更内容

重点的に推進する事業の変更

○　計画期間を5年間延長し、平成32年度までとしました。
○　人口などの主要指標について、統計データなどを基に過去の数値を
　　修正するとともに、平成32年度の推計値を追加しました。
○　財政計画について、決算資料などを基に過去の数値を修正するとと
　　もに、平成28年度以降の計画を追加しました。
○　合併特例債を活用して取り組む主要な施策を追加しました。
○　その他、文言や統計データなどの時点修正を行いました。

問
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実施期間

平成28年4月2日
〜平成29年3月31日

（日・祝日および年末年始などを除く）

実施時間

下校時〜午後6時
（土曜日および春、夏、冬休み期間は

午前８時〜午後６時）

　

昼
間
、
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
留

守
家
庭
に
な
る
児
童
を
対
象
に
、
学
校
の

授
業
終
了
後
の
生
活
の
場
を
提
供
し
、
遊

び
や
そ
の
他
の
活
動
を
通
じ
て
児
童
の
健

全
育
成
を
図
る
た
め
、
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
登
録

児
童
募
集

●
対
象

　

原
則
と
し
て
保
護
者
が
就
労
な
ど
に
よ

り
昼
間
不
在
と
な
る
家
庭
の
小
学
校
就
学

児
童

※
第
一
小
学
校
区
で
４
～
６
年
生
ま
で
の

受
入
を
開
始
し
ま
す
。

●
経
費

①
月
額
２
０
０
０
円（
同
時
に
兄
弟
な
ど

で
利
用
の
場
合
、
２
人
目
以
降
か
ら
児
童

一
人
に
つ
き
月
額
１
０
０
０
円
）

②
お
や
つ
代
な
ど
の
実
費　

児
童
一
人
に

つ
き
月
額
２
０
０
０
円

③
そ
の
他
保
護
者
会
費
な
ど
が
別
途
か
か

り
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法

　

各
実
施
施
設
に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま

す
。
１
月
１４
日（
木
）か
ら
１
月
２９
日（
金
）

ま
で
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
し
き
み
第
二
児
童
ク
ラ
ブ
は
中
央
児
童

館
へ
、
各
総
合
支
所
地
区
内
に
あ
る
児
童

ク
ラ
ブ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
総
合
支
所
住
民
課

窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
先
着
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

●
受
付
時
間

午
後
１
時
～
６
時
ま
で
、
各
総
合
支
所
窓

口
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
と
な
り

ま
す
。

問 

中
央
児
童
館

☎（
２２
）１
７
６
６

問

〜市の重点施策〜子育て支援体制の充実

安心して子育てができる環境を
提供しています

「放課後児童クラブ」
　　学校の授業終了後の生活の場を提供し、
　　遊びやその他の活動を通じて児童の健全育成

「幼児クラブ」
　　集団遊びの中からふれあいを深め社会性を養う
　　保護者の皆さんの交流
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親
と
子
の
遊
び
や
友
達
と
の
集
団
遊
び

の
中
か
ら
ふ
れ
あ
い
を
深
め
社
会
性
を
養

う
こ
と
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場

と
し
て
「
幼
児
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
対
象
者　

平
成
２４
年
４
月
２
日
～
２６
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児（
２
～
３
歳
児
）

と
そ
の
保
護
者

※
平
成
２８
年
４
月
１
日
以
降
に
満
２
才
歳

に
な
っ
た
幼
児
は
年
度
途
中
に
加
入
で
き

ま
す
。

●
経
費　

①
お
や
つ
代
な
ど
の
実
費　

幼

児
一
人
に
つ
き
月
額
１
０
０
０
円

平
成
28
年
度

幼
児
ク
ラ
ブ

入
会
者
募
集

実施期間

平成28年4月
〜平成29年3月

（小学校の春･夏･冬休み期間など除く）

実施曜日・時間

毎週 木曜日
午前10時〜11時30分

（活動内容により変更あり）

②
保
護
者
会
費　

年
額
１
０
０
０
円

●
活
動
内
容　

自
由
遊
び
、
制
作
活
動
、

そ
の
他
合
同
行
事
な
ど

●
申
込
期
間

１
月
１４
日（
木
）～
２９
日（
金
）※
日
曜
日
を

除
く　

午
後
１
時
～
６
時

●
申
し
込
み
方
法　

各
実
施
施
設
に
申
込

用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
持
参
の
う

え
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

幼児クラブの一覧
クラブ名 実施施設名・電話番号 募集人員 対象地区の目安

ひよこクラブ 中央児童館☎（22）1766 20人 第一小学区の地区

いちごクラブ 喜多方児童クラブ館☎（22）8055 20人 第二小学区の地区

めだかクラブ 上三宮児童館☎（24）2288 20人 上三宮、松山、熱塩加納、塩川、山都、
高郷

さくらんぼクラブ 岩月児童館☎（22）2889 20人 第三小学区の地区、松山、熱塩加納、
塩川、山都、高郷

たんぽぽクラブ 関柴児童館☎（22）1190 20人 関柴、熱塩加納、塩川、山都、高郷

ひまわりクラブ 熊倉児童館☎（23）2582 20人 熊倉、熱塩加納、塩川、山都、高郷

にこにこクラブ 慶徳児童館☎（22）1901 20人 慶徳、熱塩加納、塩川、山都、高郷

ちびっこクラブ 豊川児童館☎（22）0266 20人 豊川、熱塩加納、塩川、山都、高郷

※募集人員により２つ以上のクラブ合同で実施する場合があります。

放課後児童クラブの一覧

児童クラブ名 実施施設 電話番号 募集人員 対象学区 受入学年

中 央 中央児童館 ☎（22）1766 70人

第一小

１〜３

し き み 第一小学校内 ☎（22）0225 40人 １〜３

し き み 第 二 NTT喜多方ビル内 中央児童館 ☎（22）1766 40人 ４〜６

喜 多 方 喜多方児童クラブ館 ☎（22）8055 70人 第二小 １〜６

松 山 松山小学校内 ☎（22）2757 40人 松山小 １〜６

上 三 宮 上三宮児童館 ☎（24）2288 40人 上三宮小 １〜６

岩 月 岩月児童館 ☎（22）2889 40人 第三小 １〜６

関 柴 関柴児童館 ☎（22）1190 40人 関柴小 １〜６

熊 倉 熊倉児童館 ☎（23）2582 40人 熊倉小 １〜６

慶 徳 慶徳児童館 ☎（22）1901 40人 慶徳小 １〜６

豊 川 豊川児童館 ☎（22）0266 40人 豊川小 １〜６

熱 塩 加 納 伝田館内 熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2113 40人 熱塩小

加納小 １〜６

塩 川 やすらぎの家内

塩川総合支所住民課
☎（27）2153

80人 塩川小 １〜６

堂 島 堂島児童クラブ館 30人 堂島小 １〜６

姥 堂 姥堂小学校内 13人 姥堂小 １〜６

駒 形 駒形児童クラブ館
（旧駒形保育所） 50人 駒形小 １〜６

や ま と 山都小学校内 山都総合支所住民課
☎（38）3821 40人 山都小 １〜６

高 郷 旧荻野保育所内　 高郷総合支所住民課
☎0241（44）2113 20人 高郷小 １〜６

※実施施設および募集人員などについては、変更になることがあります
※募集人員を超えた場合の登録については低学年を優先、または選考により決定することがあります
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お
母
さ
ん
の
血
液
が
た
っ
ぷ
り
あ
る

「
胎
盤
」
か
ら
、
へ
そ
の
緒
を
通
っ
て
運

ば
れ
る
栄
養
と
酸
素
が
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長

の
材
料
に
な
り
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
有
害
物
質
は
胎
盤
内
を
通
過

し
、
へ
そ
の
緒
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
の
身
体
へ

運
ば
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

有
害
物
質
は
赤
ち
ゃ
ん
の
血
管
を
収
縮

さ
せ
、
酸
素
の
運
搬
を
妨
げ
、
赤
ち
ゃ
ん

を
低
酸
素
状
態
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
小
さ
く
生
ま
れ
た
り
、
早
産
が

起
こ
り
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

妊
婦
自
身
の
禁
煙
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
周
囲
の
方
も
、
妊
産
婦
の
そ
ば
で
喫

煙
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

妊
婦
健
康
診
査
結
果
を
み
る
と
、
妊
娠

後
期
に
は
、
約
６
割
の
妊
婦
さ
ん
が
貧
血

と
な
っ
て
い
ま
す
。
貧
血
は
早
産
の
危
険

性
を
増
加
さ
せ
、
分
娩
時
の
危
険
性
も
高

く
な
り
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
が
大
切
で
す
。

～
妊
産
婦
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
へ
の

思
い
や
り
～

安
心･

安
全
な

妊
娠･

出
産
の
た
め
に

　

皆
さ
ん
は
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
」
を

見
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
こ
れ

は
、
妊
産
婦
さ
ん
に
対
す
る
配
慮
を
周
囲

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る
た
め
の
マ
ー
ク

で
す
。

　

妊
娠
中
は
つ
わ
り
や
貧
血
を
含
め
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
産
婦
さ
ん
の
健
康
が
、
赤
ち

ゃ
ん
の
健
康
や
発
育
に
影
響
す
る
こ
と
も

ご
存
知
で
す
か
？

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク

赤
ち
ゃ
ん
に
も
、

た
ば
こ
は
有
害
で
す

貧
血
予
防
は
食
生
活
の

見
直
し
か
ら

あ
り
ま
す
。

　

周
囲
の
方
の
暖
か
な
配
慮
が
安
心
・
安

全
な
妊
娠
出
産
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー

ク
を
付
け
た
妊
産
婦
さ
ん
を
見
か
け
た

ら
、
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
マ
ー
ク
を
身
に
つ
け
て
い
な
く
て
も
、

妊
産
婦
さ
ん
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

マタニティマークの２つ役割

１　周囲の人に妊産婦である
ことをわかりやすく示せます。
もしもの時にも適切な対応が
可能となります。

２　交通機関や飲食店などにおい
てマタニティ―マークに関するポスタ
ーなどを掲示し、赤ちゃん連れのお
母さんなど妊産婦さんにやさしい環
境づくりを推進することです。

胎
盤

羊
水

へ
そ
の
緒

お腹の中の赤ちゃんの様子

マタニティマークの２つ役割

１　周囲の人に妊産婦である
ことをわかりやすく示せます。
もしもの時にも適切な対応が
可能となります。

２　交通機関や飲食店などにおい
てマタニティ―マークに関するポスタ
ーなどを掲示し、赤ちゃん連れのお
母さんなど妊産婦さんにやさしい環
境づくりを推進することです。
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母体と赤ちゃんの健康を確かめる健康診査
　・妊婦一般健康診査の助成を行っています。定期的に受けましょう。

１日３食、バランスのよい食事
　・タンパク質・鉄分・カルシウムを十分にとりましょう。

　・菓子や嗜好飲料は適度に。

休養と適度な運動
　・十分な睡眠をとり、こまめに体を動かしましょう。

妊娠期間中は、親になるための準備期間です。

ゆったりとした気持ちで、妊娠期間を楽しんでみましょう。

その１

その２

その３

その４

《安心・安全の妊娠出産のための心得》

　　

喜
多
方
市
民
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

今
回
は
睡
眠
の
話
で
す
。「
不
眠
」
を
訴

え
る
方
は
多
い
で
す
が
、
実
際
に
は
十
分

に
眠
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
く
、「
す
ぐ

に
眠
れ
な
い
」「
も
っ
と
寝
て
い
た
い
」
あ

る
い
は
「
眠
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と

が
不
安
」
な
ど
の
理
由
で
、
薬
を
続
け
て

い
る
方
も
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
睡
眠

薬
に
は
依
存
症
、
物
覚
え
が
悪
く
な
る
な

ど
の
副
作
用
が
あ
り
、
原
則
的
に
強
い
睡

眠
薬
の
量
は
な
る
べ
く
減
ら
し
、
で
き
る

だ
け
穏
や
か
で
副
作
用
の
少
な
い
も
の
に

替
え
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
、
よ
り
よ
い
睡
眠
の
た
め
の

５
つ
の
秘
訣
を
紹
介
し
ま
す
。

①　

適
切
な
睡
眠
時
間
は
６
～
９
時
間
。

よ
り
よ
い
睡
眠
の
た
め
の
５
つ
の
秘
訣

「
不
眠
」
と
の
付
き
合
い
方

喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」

センター長　武田　仁

ほっと☆きらり
通信

日
中
眠
く
な
ら
な
け
れ
ば
十
分
眠
れ
て
い

る
。
睡
眠
は
短
す
ぎ
て
も
長
す
ぎ
て
も
、

寿
命
が
縮
む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②　

眠
く
な
る
ま
で
な
る
べ
く
布
団
に
入

ら
な
い
。
就
寝
時
間
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
な

い
。
私
た
ち
は
一
日
一
日
違
う
過
ご
し
方
を

し
て
、
頭
や
体
の
疲
れ
具
合
も
毎
日
違
う

の
で
す
か
ら
、
い
つ
も
同
じ
時
間
に
眠
れ

な
い
の
は
当
然
で
す
。
す
ぐ
に
眠
れ
な
い

時
に
は
部
屋
の
電
気
を
少
し
暗
く
し
て
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
光
刺
激
は
避
け
、
横
に
な

ら
ず
読
書
し
た
り
、
穏
や
か
な
音
楽
を
聞

い
た
り
し
て
過
ご
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

③　

同
じ
時
間
に
毎
朝
起
き
て
、
で
き
る

だ
け
朝
の
光
を
浴
び
る
。
何
時
に
寝
て
も
、

な
る
べ
く
毎
朝
同
じ
時
間
に
起
き
る
こ
と

が
体
内
時
計
の
調
節
の
た
め
に
は
大
事
で

す
。

④　

昼
寝
は
午
後
３
時
前
に
、
２０
分
程
度
。

寝
酒
は
不
眠
の
も
と
。
私
た
ち
は
睡
眠
中

に
体
に
溜
ま
っ
た
一
日
の
疲
労
物
質
を
分

解
し
て
い
ま
す
。
昼
寝
が
長
す
ぎ
る
と
、

夜
に
分
解
す
る
疲
労
物
質
が
な
く
な
り
、

眠
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

⑤　

規
則
正
し
く
３
度
の
食
事
を
取
り
、

運
動
の
習
慣
を
つ
け
る
。
頭
と
体
を
よ
く

使
う
こ
と
、
健
康
的
な
食
事
を
取
る
こ
と
、

よ
く
休
む
こ
と
は
三
位
一
体
の
関
係
で
す
。

心
と
体
、
運
動
と
休
息
の
バ
ラ
ン
ス
に
気

を
配
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
、
よ
い
睡
眠

の
一
番
の
秘
訣
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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◆
第
三
小
学
校（
蓮
沼
門
三
翁
）

　

平
成
２７
年
１１
月
２６
日
、
修
養
団
愛
汗
喜

多
方
の
小
椋 

武
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

小
学
４
年
生
を
対
象
に
「
ふ
る
さ
と
の
人

に
学
ぼ
う
」
と
題
し
て
蓮
沼
門
三
翁
に
関

す
る
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

児
童
が
蓮
沼
門
三
翁
に
つ
い
て
調
べ
た

こ
と
を
発
表
し
、
疑
問
に
思
う
こ
と
な
ど

の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
師
に
蓮
沼
門
三
翁
の
生
涯
や

修
養
団
の
活
動
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
交

え
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
参
加
者
の
感
想（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

　

蓮
沼
門
三
に
つ
い
て
全
然
わ
か
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
も
っ
と
勉

強
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◆
慶
徳
小
学
校（
瓜
生
岩
子
刀
自
）

　

平
成
２７
年
１１
月
２７
日
、
瓜
生
岩
子
刀
自

顕
彰
会
の
清
水 

美
代
子
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
小
学
５
年
生
を
対
象
に
瓜
生
岩
子

刀
自
に
つ
い
て
の
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

瓜
生
岩
子
刀
自
の
生
涯
に
つ
い
て
、
紙

芝
居
を
使
っ
て
説
明
い
た
だ
き
、
児
童
た

ち
は
郷
土
の
偉
大
な
先
人
で
あ
る
瓜
生
岩

子
刀
自
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

○
参
加
者
の
感
想（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
福
島
県
に
、
と
て

も
優
し
い
え
ら
い
人
が
い
て
嬉
し
い
で
す
。

◆
講
師
派
遣
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
」
は
、

瓜
生
岩
子
刀
自
、
蓮
沼
門
三
翁
と
い
っ
た

偉
大
な
先
人
や
藤
樹
学
の
教
え
な
ど
を
も

と
に
策
定
さ
れ
て
お
り
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
く
努
力

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ご
要
望
に
合
わ
せ
て
先
人
の
業
績
や

「
人
づ
く
り
の
指
針
」
の
内
容
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
す
る
講
師
を
紹
介
、
事
業
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

☎（
２４
）５
３
１
８

◆
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
会
長
表
彰

　

平
成
２７
年
１０
月
１７
日
、
群
馬
県
ホ
テ
ル

木
暮
に
お
い
て
第
４９
回
全
国
子
ど
も
会
育

成
中
央
会
議
・
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、

全
国
子
ど
も
会
連
合
会
長
表
彰
を
市
子
ど

も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
監
事
の
近 

輝

青
少
年
健
全
育
成
関
係
に
お
け
る

表
彰
が
あ
り
ま
し
た

未
来
を
拓
く
喜
多
方
人

一
つ 

強
い
心
・
愛
敬
の
心
な
ど
、
豊
か
な
心
を
持
つ

 

人
に
な
ろ
う

一
つ 

命
の
大
切
さ
を
知
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な

 

人
に
な
ろ
う

一
つ 

郷
土
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、
伝
統
に
誇
り

 

を
持
ち
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
地
域
を
創
造
す

 

る
人
に
な
ろ
う

一
つ 

社
会
の
一
員
と
し
て
人
の
道
を
わ
き
ま
え
、

 

良
心
に
背
く
こ
と
の
な
い
人
に
な
ろ
う

一
つ 

夢
や
目
標
に
向
け
て
何
事
に
も
挑
戦
し
、

 

世
界
に
羽
ば
た
く
人
に
な
ろ
う

こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
、

　

特
に
家
庭
教
育
に
お
け
る
親（
保
護
者
）の
役
割

　

を
十
分
に
踏
ま
え
、
家
族
の
絆
を
大
事
に
し
な
が

　

ら
、
健
康
で
明
る
い
家
庭
を
築
く
よ
う
努
め
よ
う

市
内
各
小
学
校
に
お
い
て

「
人
づ
く
り
の
指
針
」
講
師
派
遣
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

行ってみよう！  見てみよう！  やってみよう！

生涯学習の広場

市
内
各
小
学
校
に
お
い
て

第三小学校
「ふるさとの人に学ぼう」の様子

慶徳小学校
瓜生岩子刀自の生涯について学ぶ様子

小原良一市子ども会育成会連絡協議会
副会長（左）と共に教育長（右）を表敬訪問
された近輝夫さん（中央）

問
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夫
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
２７
年
度
福
島
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
会
長
表
彰
・
福
島
県
青
少
年
健
全
育

成
条
例
に
基
づ
く
知
事
表
彰

　

平
成
２７
年
１１
月
２０
日
、
福
島
県
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
２７
年
度
福
島
県

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
が
開
催
さ

れ
、
福
島
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
会
長

表
彰
と
し
て
、「
団
体
の
部
」
を
喜
多
方

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、「
指
導
者
の
部
」

を
結
城 

志
英
吉
さ
ん（
市
青
少
年
育
成
市

民
会
議
）が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

に
基
づ
く
知
事
表
彰
と
し
て
近 

輝
夫
さ

ん（
市
少
年
セ
ン
タ
ー
補
導
員
連
絡
協
議

会
）が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
表
彰
と
も
永
き
に
わ
た
り
、
地
域
の

青
少
年
健
全
育
成
発
展
へ
尽
力
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

☎（
２４
）５
３
１
８

　

平
成
２７
年
１１
月
１５
日
第
２７
回
ふ
く
し
ま

駅
伝
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
河
市
か
ら
福
島
県
庁
ま
で
の
１６
区

間
、
９５
・
１
㌔
㍍
を
、
合
併
後
初
め
て
繰

り
上
げ
ス
タ
ー
ト
に
な
る
こ
と
な
く
一
本

の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
き
り
ま
し
た
。
多
く

の
選
手
が
区
間
上
位
の
走
り
を
見
せ
一
時

は
６
位
に
浮
上
す
る
な
ど
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
た
レ
ー
ス
を
展
開
し
、
総
合
９
位（
最

高
順
位
タ
イ
）、
市
の
部
７
位（
最
高
順
位
）

を
獲
得
し
ま
し
た
。

問 （
公
財
）喜
多
方
市
体
育
協
会（
押
切
川

公
園
体
育
館
内
）☎（

２３
）０
７
７
１

第
27
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

右から知事表彰の近輝夫さん、県民会議会
長表彰の喜多方剣道スポーツ少年団代表菅
家清邦さん、結城志英吉さん

問

問

６区加藤伸治さん11区遠藤胡都子さん16区塚原史章さん

　第27回ふくしま駅伝では、市民の皆さんから熱
い声援をいただき、誠にありがとうございました。
　今大会では「繰り上げスタートになることなく、
必ずゴールまで襷をつなぐ」ということを目標に
レースに挑み、選手たちは「ONE  FOR  ALL」の
精神で全力を尽くし、ゴールまで襷をつなぎきる
いう目標を達成することができました。
　また、順位もレース途中では総合6位まで順位
を上げるなど、白熱したレースをすることができ、
来年に繋がる大会となりました。
　7月から合同練習にご協力くださった皆様、活
動を深くご理解くださり、候補選手たちを常に励
ましてくださったご家族、先生方、職場の皆様に
対しまして、改めて深く感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　監督　長澤　恵輔

　第27回ふくしま駅伝では、市民の皆さんから熱
い声援をいただき、誠にありがとうございました。
　今大会では「繰り上げスタートになることなく、
必ずゴールまで襷をつなぐ」ということを目標に
レースに挑み、選手たちは「ONE  FOR  ALL」の
精神で全力を尽くし、ゴールまで襷をつなぎきる
いう目標を達成することができました。
　また、順位もレース途中では総合6位まで順位
を上げるなど、白熱したレースをすることができ、
来年に繋がる大会となりました。
　7月から合同練習にご協力くださった皆様、活
動を深くご理解くださり、候補選手たちを常に励
ましてくださったご家族、先生方、職場の皆様に
対しまして、改めて深く感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　監督　長澤　恵輔

区間 氏 名 所 属 通算順位
1区 菊地　潤美 喜多方高3年 19
2区 渡部　　尚 喜多方桐桜高3年 8
3区 清野　太雅 第二中3年 6
4区 一重　祐樹 喜多方高2年 8
5区 荒川　　遊 喜多方高2年 8
6区 加藤　伸治 赤帽 8
7区 塚野　　楓 第三中2年 8
8区 穴澤　友崇 第二中3年 8
9区 佐藤　愛笑 第三中2年 7

10区 生井　宏明 東洋大2年 8
11区 遠藤胡都子 喜多方東高1年 10
12区 若菜　優雅 8
13区 大場　　悠 （医）平成会 8
14区 穴澤　航太 会津工業高3年 8
15区 関本　愛花 塩川中2年 8
16区 塚原　史章 喜多方市役所 9
補欠 渡辺　　洋 SSKプロダクツ（株）

〃 佐藤　貴洋 武蔵野学院大1年
〃 山田　祐希 喜多方高1年
〃 平野　大樹 塩川中2年
〃 新田あゆみ 日本女子体育大4年
〃 大柿　利奈 第一中1年


